
 

 
 

 

 

2018年 11月 19日の決算発表以降いただいた主なご質問とご回答は以下の通りです。 

 

 

Q1 資産形成ローンの取組み状況と今後の展望は 

A1 

説明会資料に記載している通り、厳格な取り上げ体制をとっているほか、物件自体の

収益性（事業リスク）を重視した審査を行っており、入口段階で問題のある案件をブ

ロックしている。また、借入人の属性にも十分留意しており、信用リスクを低位コン

トロールしながら対応している 

ただし、昨今の不動産市場の動向等を踏まえると、より慎重に対応していく必要があ

り、収益計画等に関し柔軟に見直しを行いながら推進していく方針である 

 

 

Q2 有価証券の今後の運用方針は 

A2 

足元では、米国の長期金利上昇などリスク要因も膨らんできており、マーケットの動

きに留意しつつ、外債残高のコントロールを行っている。有価証券利息配当金だけでな

く、金利動向を踏まえた機動的な売買による売買損益も含めて、バランスのとれた収益

を確保していく方針である 

第 13 次中期経営計画で掲げる「収益」の構造改革において、コア事業領域における

預貸金や手数料による収益を向上させるとともに、収益が増加してきたストラクチャー

ドファイナンス等の取組みを含め、市場運用部門に依存しない収益構造へ変革していく 

 

以上 

主なご質問とご回答 


